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沖縄本島首里と恩納のアクセント
一聴覚的特徴と音響的特徴の対比分析一
中本正智
篠崎晃一
０．はじめに
琉球列島のアクセントをみると、列島南端の与那国島にみられるような多型アクセントが
あり、首里にみられるような二型アクセントがあり、また宮古島にみられるような崩壊アク
セントがある。
沖縄だけをみると、首里を中心とする中南部に二型アクセントが分布し、北部寄りに多型
アクセントが分布している。
琉球列島のアクセントは、多型アクセントが古層で、二型アクセントが新層と推測される。
琉球列島のうち、沖縄に分布する新古の層を比較検討することは、琉球列島のアクセント
の成立と発展を考えるのに基礎となるものである。
ここでは、中南部から首里アクセントを選び、北部から`恩納アクセントを選び、それぞれ
分析して、これを比較したい。
首里アクセントのような二型アクセントを首里式アクセントと称し、北部アクセントのよ
うな多型アクセントを北部式アクセントと称する。
首里方言の話者は、宮里朝光氏である。氏は大正13年６月21日に、首里平良（teXra）に生
まれる。父が首里平良で、母は首里寒川（suO9a:）の出身である。宮里氏は、向（しよう）
氏の家系を継ぐ方である。若い頃に外地に居住していて、共通語をつかう場が多い。氏自身、
郷土史の研究家である。
恩納方言の話者は、当山一夫氏である。氏は昭和４年10月３１日に、恩納の本村
（duxmura）で生まれる。両親とも恩納出身である。生まれてから18歳頃まで恩納で過ごす
が、後に上京し、２６歳まで東京で生活する。その後、恩納へ帰り現在に至っている。現在は、
教育長として後進の教育に専念している。
音響的特徴の分析にあたっては、ＫＡＹ社のvisi-Pitch6095／6097を使用した。なお、画面
の上段はインテンシイテイ（intensity,強さ）を、下段はピッチ（pitch,高さ）をそれぞれ
示している。
１
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１．モデル音声の音響学的分析
琉球列島の発音について、visipitchによる音響的特徴を分析するにあたり、はじめにで
きるだけ高低関係を明瞭に発音したモデル音声の姿を示してみたい。モデル発音は、沖縄南
部方言をネーテイヴとしている中本が行なった。以下は、モデル発音のピッチの姿とその音
響的特徴である。音声記号とともに示したアクセントは、聴覚的特徴である。
モデル発音における高低関係は、通常の発音より、高低の特徴が誇張されているとみてよ
いだろう。
（１）第１拍を高く、第２拍を低く発音したｈａ７ｎａのピッチの特徴
以下、ピッチの姿と対応させながら、音響的特徴をごらんいただきたい。
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ｈａ可､ａ（鼻）の音響的特徴をみると、第１拍の肢高値が196.7Ｈｚあり、第２拍の最低
値が119.8Ｈｚあって、その落差（高から低への変動差）が76.9Ｈｚある。
(2)第１拍を低く、第２拍を高く発音したｈａ｢､ａの特徴
第1拍の最低値が111.0Ｈｚあり、第２拍の最高値が165.2Ｈｚあって、その高低差（低
から高への変動差）が54.2Ｈｚある。
（１）と(2)を比較すると、次のような特徴が抽出できる。
④高低型○丁○が、低高型○｢○より、全体として高く発音されている。したがって、
高の位置は、前者が高い（その差31.5)。
⑥高と低の開きは、高低型○司○が大きく（76.9Hz)、低高型○｢○では小さい
（54.2Hz)。
＠高から低への移行、もしくは逆に、低から高への移行は、いずれもゆるやかである。
○丁○の高が、○｢○の高より高いという特徴は、調音のメカニズムによって、第１拍
に調音のためのエネルギーがあり、後方の柏になるにつれてそのエネルギーが減少する
ことを示している。ただし、アクセント機能は、この拍の位置による調音のエネルギー
の差と無関係とみてよい。
高から低へ、もしくは低から高への移行のゆるやかさは、わたり音的な特徴であって、
高低の音韻的アクセント機能の中心ではない。
(3)第1拍と第２拍を高く発音したrhanaの特徴
視覚的にピッチの姿は、平板にみえる。それについて、あえて高低の差をはかると、
高が170.2Ｈｚあり、低が149.1Ｈｚある。その差が21.1Ｈｚある。
この高低の差は、第１拍と第２拍を分けるものでなく、両拍にまたがって帯状に広
がっているとみてよい。(3)を他と比較すると、次のような特徴が抽出できる。
④高高型｢○○は、第1拍と第２拍に明確な高低差が認められない。
⑤高高型｢○○における高（170.2Hz）は、高低型○司○における高（196.7Hz）より
低い（その差26.5Hz)。低高型○｢○における高（165.2Hz）より、わずかに高いが、
これとほぼ同じとみてよい。
(4)第1拍と第２拍を低く発音したｈanaの特徴
視覚的に第１拍と第２拍の間にピッチの高低差が認められない。その点、rhanaと類
似している。全体として高低をみると、高が131.0Ｈｚあり、低が109.5Ｈｚあって、その
差21.5Ｈｚであるけれど、第１拍と第２拍の高低差はなく、全体的に帯状に広がってい
る。これを他と比較して、次のような特徴が抽出される。
①低低型○○は、第１拍と第２拍に明確な高低差が認められない。
③低低型○○における最高値131.0Ｈｚは、高高型「○○における最低値149.1Ｈｚより
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低い（その差18.1Hz)。
⑤低の位置は、いかなる環境にあってもほぼ一定している。高低型○丁○の低
（119.8Hz)、低高型○｢○の低（111.0Hz)、低低型○○の低（109.5Hz)、これら低同
士は、接近した高さを示している。
(1)から(4)までの発音の持続時間をみると、ｈａ丁､ａ（0.280s)、ｈａ｢､ａ（0.273s)、
rhana（0.315s)、ｈana（0.273s）である。このことから、次のことがいえる。
①高平型｢○○が多少長く、拍同士が高低や低高で組み合わされた語は、これより、
やや短い。
これらモデル発音の音響的特徴を参考にして、首里と恩納のアクセントを考察するこ
とにする。
２．首里アクセント
首里アクセントは、頭高型と平板型が音韻的に対立しているところに特色がある。
（１）hana7nu takasan ha7na
鼻が 高い。 鼻
（２）hananusatJu7IL hana
花が 咲く。 花
minimalpairの例をあげたが、「鼻」と「花」がアクセントで対立している。
「鼻」は、助詞がついたセンテンスにおいて、hana7nuのように第２拍まで高く、助詞の
､ｕがさがっていて、語単独の発音ではｈａ丁､ａのように第１拍だけ高く、第２拍は低くなる。
これに対し、「花」は、センテンスにおいて、hananuのように助詞まで平板型で発音し、
語単独のときも同様である。
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ha7na
（鼻）
hana7nutakasan．
（鼻が高い｡）
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hananusatJu7n
（花が咲く。）
hａｎａ
（花）
ｈａ可､ａ（鼻）の音響的特徴をみると、最高値が133.4Ｈｚあり、最低値が87.7Ｈｚあって、そ
の差が45.7Ｈｚである。高から低へとゆるやかなカーブを描いているのが視覚的にも明白で
ある。
これに対し、ｈana（花）をみると、最高値が129.4Hzで、最低値が110.8Hzであり、その
差は18.6Hzで、視覚的に第１拍と第２拍の間に段差がなく、帯状に平板となっている。
これをモデル発音と対比して示すと（単位Hz)、次のようになる。
モデル発音
ha7na
１９６．７Ｈｚ
１１９．８Ｈｚ
７６．９Ｈｚ
首里
ha可､ａ（鼻）
１３３．４Ｈｚ
８７．７Ｈｚ
４５．７Ｈｚ
最高値
最低値
高低差
モデル発音
hana（低平）
１３１．０Ｈｚ
１０９．５Ｈｚ
モデル発音
｢hana（高平）
１７０．２Ｈｚ
１４９．１Ｈｚ
２１．１Ｈｚ
首里
hana（花）
129.4Ｈｚ
110.8Ｈｚ
１８．６Ｈｚ
最高値
最低値
高低差 ２１．５Ｈｚ
首里方言において、ha1na（鼻）の高低の差は大きく、ｈana（花）の高低の差は小さい。
首里方言の平板ｈana（花）が、高平型であるのか、低平型であるのかという問題がある
５
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が、モデル発音と比較してみると、表示したように、低平に近い周波数を示している。これ
により、首里方言における平板型は、低平型であると判定することができる。
東京における１拍語は、首里において、母音を長くして現れる。
（３）ｋｉｘ７ｎｕｍｉｘｊｕｎ ｋｉ７ｘ
毛が 生える。 毛
（４）kixnumixtoxn kix
木が 生えている。 木
「毛」は頭高型であり、「木」は平板型であって、音韻的に対立している。
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ki7X
（毛）
kiz丁nｕrmixtozn．
（毛が生えている｡）
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ｋｉＴ（毛）とｈａ１ｎａ（鼻)、ｋｉｘ（木）とｈａｎａ（花）の音響的特徴を比較すると次の通りで
ある。
ｋ趾（毛）ｈａ可､ａ（鼻）
持続時間0.350ｓ 0.245ｓ
最高値143.4Ｈｚ133.4Ｈｚ
最低値89.7Hｚ87.7Ｈｚ
高低差53.7Hｚ45.7Hｚ
ki：（木）
0.308ｓ
147.4Ｈｚ
１１３．２Ｈｚ
３４．２Ｈｚ
hana（花）
0.287ｓ
１２９．４Ｈｚ
１１０．８Ｈｚ
１８．６Ｈｚ
rhana（モデル発音）
0.315ｓ
１７０．２Ｈｚ
１４９．１Ｈｚ
２１．１Ｈｚ
持続時間
最高値
最低値
高低差
ｋｉ可：（毛）は、ｈａ可､ａ（鼻）より、持続時間が長い。型は、いずれも高から低へとゆるや
かに移行している。
同じく、kiX（木）もｈａｎａ（花）より、持続時間が長い。ピッチの姿をみると、ｋｉ：（木）
は全体的に高くなり、そして、語頭を高くして頭高型に近くなっている。しかし、ki1Z
（毛）ほどの落差がない。
ｋｉ：（木）が全体的に高くなったといっても、モデル発音の高平rhanaと比較すると、か
なり低いところにとどまっている。
音響的分析により、首里の平板型kiX（木）は、低平の性格をもったものが、全体的に高
平へ近寄ったものと判定される。
なお、ｋｉ：（木）の発音は、後に述べるように語頭を高くする傾向にあるが、ピッチの姿
をみると、その傾向が現れている。
首里アクセントの体系は、次の通り二型である。
２音節語３音節語４音節語
頭高型○丁○○○丁○○○可○○………
平板型○○○○○○○○○
つまり、アクセントの特徴は次のようである。
①さがり目があるかないか。
②あれば、２拍語においては１拍の次に、３拍以上の語においては２拍の次にある。
２．１２拍語１類
２拍語１類の語は、首里アクセントでは、○○丁D、○丁○のように頭高型で現れる。
７
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(5)２ika可､ｕ
烏賊が
(6)２uJi1u
牛が
(7)juda7nu
枝が
(8)２ibi7nu
海老が
(9)kad5i7nu
風が
(l0kubi-1nu
首が
ODsusu7nu
裾が
⑫daki可､ｕ
竹が
O3ltJimi-1nu
爪が
⑭tui可､ｕ
鳥が
⑮nunu7nu
布が
(lOhana7nu
鼻が
(l1rmid5i
水を
(l3mitJiTu
道が
2i丁ｋａ
烏賊
2ｕ７Ｊｉ
牛
juHa
枝
2ｉｌｉ
海老
ｋａ７ｄ５ｉ
風
ｋｕ７ｂｉ
首
ｓｕ７ｓｕ
裾
da-1ki
竹
tJi-lmi
爪
tu可ｉ
鳥
ｎｕ７ｎｕ
布
ｈａ可､ａ
鼻
ｍｉ７ｄ５ｉ
水
ｍｉｌＪｉ
ｗｕ丁、．
いる。
ｗｕ７ｎ、
いる。
wuritoxn．
折れている。
ｗｕ１ｎ、
いる。
のutJun・
吹〈。
ｊａｎｕｎ．
痛い。
na9asan，
長いo
wuritoxn．
折れている。
na9asan．
長い。
tubu可､、
飛ぶ。
tJiritoxn．
切れている。
takasan．
高い。
kunu丁､、
汲む。
na9asan．
長い。
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2i丁ｋａ
（烏賊）
?ｉｋａ７ｎｕｗｕ７ｎ．
（烏賊が居る｡）
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?uJi7nuwu可､．
（牛が居る。）
２i７ｋａ（烏賊）について、音響的特徴を分析すると、持続時間が、0.336sであり、最高値
が138.0Hz、最低値が73.3Hz、その高低差が64.7Ｈｚである。これは、ｈａ７ｎａ（鼻）とｈａｎａ
（花）の音響的特徴と比較すると、ｈａ７ｎａ（鼻）に近いことを示している。
ピッチのあらわれかたをみると、視覚的に母音がゆるやかに下降する姿を示しているとこ
ろに特徴がある。
２uＴｉ（牛）についてみると、持続時間0.371s、最高値1561Hz、最低値75.6Hz、その高低
差80.5Ｈｚである。視覚的に、母音の姿が第１拍においても第２拍においても、ともに下降
の姿を示しているところに特徴がある。
９
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２．２２拍語２類
２拍語２類の語は、首里アクセントでは、○○丁、、
O92iJi7nu ２ａｎ・
石が ある。
⑳haJi丁nu na9asan・
橋が 長い。
（21）ｈａ丁ｔａ ①uju7n・
旗を 振る。
⑫のid5i丁nu janun
肘が 痛い。
⑬mura丁nu ma9isan・
村が 大きい。
ただし、次のような語では平板型が現れる。
⑭matJinu ma9isan・
町が 大きい。
○丁○のように頭高型で現れる。
２i-1Ji
石
haTi
橋
ha1ta
旗
のi1d5i
肘
ｍｕ可ｒａ
村
Ｊｔｍ
町
haTi
（橋）
haJnnunagasan．
（橋が長い｡）
1０－
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matJi
（町）
matJinumagisan．
（町が大きい｡）
ｈａＴｉ（橋）の音響的特徴は、持続時間0.364s、最高値119.8Hz、最低値79.8Hz、その高低
差40.0Ｈｚである。
matJi（町）についてみると、持続時間0.392s、最高値138.4Hz、最低値92.7Hz、その高低
差45.7Ｈｚである。
上記２語を比べると、ｈａ７Ｊｉ（橋）は全体として低く発音され、matJi（町）は全体として
高く発音されている。
ここで重要なのは、母音のピッチの傾きの姿である。ｈａ７Ｊｉ（橋）の場合は、第１拍の母
音も第２拍の母音も下降を示している。この下降の姿が、聴覚的にアクセントの高低型を知
覚させてくれていると考えられる。
matJi（町）は、第1拍の母音においても、第２拍の母音においても平板もしくは多少の
下降を示している。この音響的特徴によって、聴覚的に平板型が知覚されると考えられる。
２．３２拍語３類
２拍語３類の語は、首里アクセントでは、○○Ｄ、○○のように平板型で現れる。
㈱？udinu janun ？udi
腕が 痛い。 腕
ＣＱｋｕｍｕｎｕ ？､ｄ５ｉｊｕｎ ｋｕｍｕ
雲が 出る。 雲
⑰ｋｕｒａ ｔａｔｉｘｎ ｋｕｒａ
倉を 建てる。 倉
田soXnuwuXrizn・ ＳＯＸ
竿力§ 折れる。 竿
｜｜『・ロロロニ｜一己ロロロロ一
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（２）naminu takasan nami
波が 高い。 波
⑩hananu satJum hana
花が 咲く。 花
ＣＤ①ｕｎｉｎｕ ｊａｎｕｎ のｕｎｉ
骨が 痛い。 骨
ただし、次の語では頭高型が現われ、例外となる。
⑫？ami7nu jaritan ？a可ｍｉ
網が 破れた。 網
また、次のように東京の２拍語の第１拍に相当するものが長音で現れる語もみられる。
Ｇ３）kaxminu warri可ｔａｎ ｋａｘｍｉ
瓶が 割れた。 瓶
これらの語について音響的特徴をみることにしよう。
kumunu？id5ijun
（雲が出る｡）
ｋｕｍｕ
（雲）
－１２－
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?ami丁nujaritan
（網が切れた｡）
?a~1ｍｉ
（網）
ｗａ｢rntan.
割れた｡）
kaXminu
（瓶力罫
－１３－
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ｉ
ｊ
ｍ
瓶
ａ
１
ｋ
ｋｕｍｕ（雲）の音響的特徴をみると、持続時間0.448s、最高値1442Hz、最低値56.0Hz、
その高低差88.2Ｈｚである。視覚的にピッチの姿は平板である。
「網」は、聴覚的に２ａ７ｍｉと聞こえたので例外とみたが、その音響的特徴はどうであろう
か。持続時間0.315s、最高値135.8Hz、最低値105.3Hz、その高低差30.5Ｈｚである。
これを、２i可kａ（烏賊）や２u７Ｊｉ（牛）と比べてみると、最低値に差がみられる。つまり、
2ｉ７ｋａが73.3Hz、？u7Jiが75.6Ｈｚであるのに対し、？a丁､iは105.3Ｈｚと、高いところにある。
また、ピッチの高低差についても、？i可ｋａが64.7Hz、？uTiが80.5Ｈｚであるのに対し、？a1mi
は、わずか30.5Ｈｚでしかない。
以上の考察から、「網」の発音は、聴覚的に？a7miに聞こえたのであるが、その音響的特
徴は、頭高型の２i可kａ（烏賊）や２u７Ｊｉ（牛）と異なり、平板型の２ami（網）と判定してよ
いと考えられる。平板型がかすかに語頭を上げて発音したものとみられる。
kaZmi（瓶）についてみると、持続時間0.581s、最高値134.9Hz、最低値115.7Hz、その高
低差19.2Hzである。この音響的特徴もさることながら、視覚的にもそのピッチの姿は平板
を示していて、典型的な平板型と認定される。この語は、母音が長音で発音されるため、３
拍の長さに聞こえるが、その音響的特徴においても、持続時間0.581ｓであり、ｈana（花）
の0.287ｓに比べて、相当長い゜
２．４２拍語４類
２拍語４類の語は、首里アクセントでは、○○Ｐ、○○のように平板型で現れる。
例？itanu ？a｢tJi7san． ？itａ
板が厚い。板
－１４－
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㈹２ｕｉｎｕ ｍａｘｓａｎ、
瓜力§ うまい。
㈹nakanu jutaJan，
仲が 良い。
首里アクセントでは、通常、平板型で現れる語において、
になる語がある。
Ｇｉ２ｕｍｉ丁ｎｕ ｍｌｘＪｕｎ、
海力§ 見てる。
⑬kata可ｎｕ ｊａｎｕｎ・
肩力§ 痛い。
的のuni7nu mlx｣ｕ、．
、合力§ 見える。
㈹mud5i可ｎｕ ｍｌｘＪｕｎ・
麦力§ 生える。
２ｕｉ
瓜
ｎａｋａ
仲
助詞の、ｕがついたとき頭高型
?ｕｍｉ
海
kata
眉
①ｕｎｉ
船
mud5i
麦
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nakanujutaJan．
（仲が良い｡）
ｎａｋａ
（仲）
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?ｕｍｉ
（海）
?ｕｍｉ７ｎｕ
（海が
ｍｌｘｊｕｎ．
見える｡）
ｎａｋａ（仲）の音響的特徴をみると、持続時間0.378s、最高値127.5Hz、最低値112.3Hz、
その高低差が15.2Hzである。視覚的にピッチの姿は平板を示している。
２umi（海）をみると、持続時間0.336s、最高値145.2Hz、最低値120.7Hz、その高低差
24.5Hzである。視覚的にピッチの姿は、ゆるやかな下降を示して、語尾を上昇させている。
文中では、？umi可nｕ（海が）と聞こえ、視覚的にもゆるやかな下降を示していて、音響的特
徴と一致している。
また、４類の語には語頭に立つ拍の母音が長母音で現れる語が多い。
（41）？uxbisu-11L ２ｕＸｂｉ
帯を する。 帯
⑫hazinuwuzritan haXi
針が 折れた。 針
㈹２ixtJinuna9asan ２ixtJi
長い。息が息
幽？uxJinu ？ｍｂｕｓａｎ ２uxJi
臼が 重い。 臼
㈹maZtJinu karijun maxtJi
松が 枯れる。 松
２拍語に属する語の中には、次のように母音がすべて長く現れるものがある。
㈹？ixtJuxnu tJiritan． ？ixtJux
糸が 切れた。 糸
－１６－
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maxtJinu
（松が
karijun
枯れる｡）
maxtJi
（松）
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?ixtJumu
（糸が
tJiritan
切れた｡）
?iZtJuz
（糸）
maxtJi（松）の音響的特徴は、持続時間0.518s、最高値145.5Hz、最低値90.6Hz、その高
低差54.9Ｈｚである。
？i:tJu：（糸）については、持続時間0.693s、最高値139.4Hz、最低値101.9Hz、その高低差
37.5Ｈｚである。
持続時間についてみると、ｎａｋａ（仲）が0.378sであるから、ｍａ:tJiも？i:tJuxもともに長い。
－１８－
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２．５２拍語５類
２拍語５類の語は、
㈹２aJinu
汗が
Ｑ３２ａｍｉｎｕ
雨が
ｕ９ｋｗｉｚｎｕ
声が
CCIjurunu
夜が
５類の語の中には、
（5DwuXkinu
桶が
⑫ｋａ:9ｉ
蔭に
㈱saZrunu
猿が
“muxkunu
婿が
首里アクセントでは、○○、、○○のように平板型で現れる。
２aJina9arljun．
流れる。 汗
のujun ２ａｍｉ
降る。 雨
tJika可rixn kwiX
聞こえる。戸豈迄
na9asall・ Ｊｕｒｕ
長い゜ 夜
４類と同じく、母音が長音で現れる語がある。
wari1tan wuXki
割れた。 桶
kaz9inatan．
なった。 蔭
ｗｕ－１ｎ・ ｓａｘｒｕ
レコる。 猿
ｔＪｕｚｎ ｍｕＸｋｕ
来る。 婿
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?ａｍｉｎｕ
（雨が
①ujun
降る｡）
?ａｍｉ
（雨）
1９－
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tJika丁rim．
聞こえる。）
ｋｗｉｍｕ
（声力§
kwiX
（声）
２ami（雨）の音響的特徴は、持続時間0.329s、最高値138.6Hz、最低値117.6Hz、その高
低差21.0Ｈｚである。視覚的にもピッチは平板を示している。
ｋｗｉｘ（声）について、最低値117.6Hz、その高低差21.0Hzである。視覚的にピッチは平板
を示している。
２amiとｋｗｉｘの持続時間をみると、前者より後者がわずかに長い。その他の音響的特徴を
みると、両者は一致した値を示している。
－２０－
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wari7tan．
割れた｡）
ｗｕｘｋｉｎｕ
（桶力：
wuxki
（桶）
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kaX9i
（蔭）
ka:9ｉ
（蔭に
natａｎ．
なった｡）
次に母音が長母音で現れる語をみることにする。
wuXki（桶）の特徴は、持続時間0.637s最高値148.7Hz、最低値100.9Hz、その高低差
47.8Ｈｚである。
kax9i（蔭）をみると、持続時間0.497s、最高値141.3Hz、最低値114.0Hz、その高低差
27.3Ｈｚである。
両語の持続時間をみると、ｈana（花）の0.287ｓに比べ、はるかに長いことがわかる。そ
して、最高値が140Hz台であるのに最低値が１００Ｈｚを越していて、視覚的に平板を示してい
る。
２．６１拍語１類
東京語の１拍語に相当する語は、母音が長音で現われ、モーラとして２拍語に相当する。
その１類のアクセントは、○丁○し、○丁○のように頭高型で現れる。
㈹ki7Xnumixjun、 ｋｉＴ
毛が 生える。 毛
㈹tJi可Xnu ２akasan tJi7X
血が 赤い。 血
G7）①u丁xnumixjun． ①ｕ可ｘ
帆が 見える。 帆
（５３ｍi可Xnu ？i丁ttJoZnmi7x
実が 入っている。 実
（５）ｊｕ丁xnu jutaJan ju7Z
世が 良い。 世
－２２－
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２．７１拍語２類
１拍語２類の語のアクセントは、○丁○し、○丁○のように豆
ｌ６０ｎａ７ｘｎｕ ｎｅＸｎ・
名力： 無い。
（61）のa-1Xnu ？utixn、
葉が 落ちる。
㈹のi7xnu na9asan
日が 長い。
㈹munxnu na9arititJan・
藻が 流れて来た。
（6Qja可ｍｕ ｗｕｒｉｔａｎ
矢が 折れた。
２．８１拍語３類
首里アクセントは、○○ｂ、○○のように平板型で現れる。
㈹nixnu ma91san
根が 大きい。
㈹①ixnu menjulL
火が 燃える。
（７）juxnu のutJoXn・
湯が 沸いている。
㈹juxnu ？arkmjun
夜が 明ける。
ただし、３類の語が、○丁○し、○句○のように頭高型で発１
㈹ｋｉ丁Xnu mixtoXn・
木が 島えている。
（７）ｔａ７ｘｎｕ ①irusan・
田が 広い。
○丁○のように頭高型で現れる。
▼
▲
▼
▲
可
可
司
▼
▲
可
（（ｕ
ｕ
ｏ
ｄ
■
且
叩
名
の
葉
の
ロ
川
］
、
▼
▲
卸
矢
●
▲
●
●
■
凸
、
根
①
火
・
川
場
・
川
夜
○のように頭高型で発音される傾向がある。
toXn kiT
木
usan taT
田
（71）ｔｉ７Ｘｎｕ 」ａｎｕｎ ｔｎｘ
手が 痛い。 手
首里アクセントでは、２拍３類の語は平板型とみられているから、この頭高型は、れているから、この頭高型は、新しい
型への変化を示しているとみられる。首里在住の人でも、かならず一つのアクセントでなく、
このようなアクセントをもっている個人も認められるということである。
－２３－
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①i7X
（日）
①i7znu
（日が
na9asan．
長い｡）
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①ixnumenjun．
（火が燃える｡）
のｉｚ
（火）
３拍語のうち、２類に属している①i可：（日）と３類に属しているのi：（火）について、そ
の音響的特徴をみたい。
①i可:（日）は、持続時間0.371s、最高値163.5Hz、最低値107.4Hz、その高低差56.1Hzで
ある。そのピッチの姿は下降を示している。
①i：（火）は、持続時間0.413s、最高値148.7Hz、最低値118.1Hz、その高低差30.6Ｈｚで
ある。ピッチの姿は、平板を示している。
①i1Xと①i:の差は、聴覚的にも音響的にも明瞭にとらえられたことになる。
－２４－
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２．９３拍語
１類についていえば、首里アクセントでは、２拍まで高い頭高型で現れ
（72）kibuTinu ２nd5ijun kibuTi
煙が 出る。 煙
（７３Jiru丁JitJikijun Jiru1Ji
印をつける。 印
㈹kad5a7inu tJurasan kad5a7i
飾が きれいだ。 飾
飼kata可tJinu jutaJan kata7tJi
形が 良い。 形
mkusa可itJikijun kusa可ｉ
鎖をつける。 鎖
（77）ｈana可d5inu ？、d5ixn hana7d5i
鼻血が 出る。 鼻血
次の例のように第１拍が高い語もある。
⑱①i可tJexnu のi丁ｔＪｅｘｊａｎｕｎ、
額力§ 痛い。 額
ただし、○○○レ、○○○のように平板型で現れる語もある。
（７）DkaJinu jutaJan UkaJi
ニヒヒ昔力賛 よい。日
（８０ｋｕｒｕｍａｎｕ ｔｕｘｉｎ ｋｕｒｕｍａ
車が 通る。 車
２類についていえば、首里アクセントでは頭高型と平板型が現れる。
Ｃｌ）tantJidu maJi7jaru ta八Jｉ
良いのだ。二つが一つ
（82）tai7JitJuxn、 ｔａ７ｉ
二人で 来る。 二人
c3IUkad5inu ？attJun Okad5i
百足が 歩く。 百足
（84リｊｕ:bez ２usrsa-1tan juxbi
昨夕は 楽しかった。 昨日
同様に、３類においても、頭高型と平板型が現れる。
㈱kuga可ninu ？ａｎ・ ｋｕ９ａ７ｎｉ
黄金が ある。 黄金
2 現れる。
－２５－
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㈹tJika7ranu
力が
１８力hatatJi
二十歳
4類に属する語は、
tJikaTa
力
hatatJi
二十歳
tJuxsan．
強い。
natａｎ．
なった。
圧倒的に平板型が多い。
㈱kutubanu
言葉が
C9takaranu
宝が
CCI？oxdSinu
扇が
(91）wiki9anu
男が
⑫wina9unu
女が
⑬ka9annu
鏡が
OQkujuminu
暦が
I91hakama
袴を
I9Ohasannu
鋏が
07）①ukurunu
袋が
O3muJirunu
筵が
tJura~1sａｎ
きれいだ。
?ａｎ．
ある。
2ａｎ．
ある。
ｗｕ丁、、
いる。
ｗｕ１ｎ、
いる。
？ａｎ．
ある。
？ａｎ．
ある。
tJi7xn・
はく。
tJirixlL
切れる。
ma91san．
大きい。
ma91san．
大きい。
kutaba
言葉
takara
宝
?ozd5i
扇
wiki9a
男
w1na9u
女
ka9an
鏡
kujumi
暦
ｈａｋａｍａ
袴
hasａｎ
鋏
①ukuru
袋
muJiru
筵
つぎの例は、平板型が頭高型への変化傾向を示している。
O1kazranu tJu｢ra7san、
瓦が 美しい。
５類に属する語は、平板型で現れる。
（Ⅲ）２andanu ２ａｎ、
油が ある。
kaTra
瓦
2andａ
油
－２６－
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011）haxjanu ma91san haxja
柱が 大きい。 柱
３拍語のうち、２拍の長さで現れる語もある。
（1M）nutJinu na9asan nutJi
ノムー命力§ 長い。ロp
llII）nadanu ２nd5ijuIl nada
涙が 出る。 朕
nutJiは、語頭のイ段音節が脱落した形であり、ｎａｄａは、namida-･nanda→nadaの変化を
経た形である。
また、次のように長母音が現れる語もある。
（１N）のi:bazJinuna9asan． ①ixbaxJi
火箸が 長い。 火箸
母音に長短のちがいがあっても、そのアクセントは平板型で現れている。
次のように文中と語単独でアクセントの差が生じている例もある。
016）makrkwa可nｕ ２ａｎ・
枕が ある。
6類に属する語は、平板型で現れる。
（Ⅲ）？usad5inuwu-1n、
兎がいる。
（Ⅲ）２nnad5inuwu丁n．
鰻がいる。
（111）９araJinu tu可doxn・
烏が 飛んでいる。
（１１１）takasanu ？ａｎ・
高さが ある。
（Ⅲ）hardakaO7kainajun
裸に なる。
（11）mimid5inuwu1n・
駈矧がいる。
７類に属する語は、平板型で現れる。
（IU）kabutu kand5un・
兜を かぶる。
（､）kusuinunun・
薬を 飲む。
ｍａｋｋｗａ
枕
●
１
１０ 庁。
００ ●１ヶｏ
・
ｌ
ｒ
ｊ
ｓ ａ
⑪Ｋ ａ
・
Ｉ
ｉ
－
９０ 戸Ｏ
ａ
竺
Ｃ
ｍ
ａｓ
ｎ ａ
ｒ ａ
ｍ
組
幽
如
兎
茄
鰻
卯
烏
賊
一
局
、
裸
、
虹
kabutu
兜
ｋｕｓｕｉ
薬
－２７－
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hand5iri
plCl￣
?ａｎ．
ある。
ｎｏｘｊｕｎ
１台ろ。
(1M）hand5irinu
盤が
'116）jammeXnu
病が
ｊａｍｍｅｘ
病
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ku9aTi
（黄金）
2ａｎ．
ある｡）
ku9a可ninu
（黄金が
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2andａ
（油）
2ａｎ．
ある｡）
2andanu
（油が
ku9a7ni（黄金）のピッチをみると、しだいに上昇し、ただちに、ゆるやかな下降を示し
ている。
その音響的特徴は、持続時間0.420s、最高値163.0Hz、最低値104.8Hz、その高低差
－２８－
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58.2Ｈｚである。
２andａ（油）のピッチをみると、全体が平板か、ゆるやかなかすかな下降にみえる。
その音響的特徴は、持続時間0.455s、最高値140.0Hz、最低値109.6Hz、その高低差
30.4Ｈｚである。
両語の最高値をみると、ku9a可nｉ（黄金）が163.0Hz、？andａ（油）が140.0Ｈｚであり、
?andａ（油）は低平型が現れたものと判断される。
３．恩納アクセント
沖縄本島の方言は北部と中南部に大きく分かれる。恩納は中部と接する北部南端の村であ
る。その方言は北部的な特徴をとどめながらも、中南部的な特徴へ移行しつつある。
南部方言の一つである首里方言と対比する意味で恩納方言をとりあげてみよう。
恩納アクセントは、平板型と尾高型が音韻的に対立しているところに特色がある。
（１）rpananu takarhanu rpana
鼻が 高い。 鼻
（２）panarnusa7tJoxnparna
花が 咲いている。 花
（３）rkixnumix｢tox7n rkiz
毛が 生えている。 毛
（４）kix｢numixrtox7n ki｢ｘ
木が 生えている。 木
「鼻」と「毛」は平板型であり、「花」と「木」は尾高型であり、両型は対立している。
ＶＩＳＩ－ＰＩＴＣＨ
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｢ｐａｎａｎｕ
（鼻が
taka｢ｈａｎｕ．
高い｡）
ｒｐａｎａ
（鼻）
2９－
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pazna｢､ｕ
（花が
saki｢、
咲く。）
paxna｢：
（花）
､､..､､'..､.....:.w、
pa｢､ａ
（花）
rpana（鼻）の音響的特徴は、持続時間0.378s、最高値150.7Hz、最低値111.5Hz、その高
低差39.2Ｈｚである。モデル発音rhanaの最高値は170.2Ｈｚであり、これより押えられた形
である。最低値もモデル発音の149.1Ｈｚより押さえられている。
首里の頭高型hａｌａ（鼻）低平型hana（花）と比較すると、
rpana（恩納の鼻）ｈａ７ｎａ（首里の鼻)hana（首里の花）
持続時間0.378ｓ 0.245ｓ 0.287ｓ
最高値150.7Ｈｚ １３３．４Ｈｚ １２９．４Ｈｚ
最低値111.5Hｚ ８７．７Ｈｚ １１０．８Ｈｚ
－３０－
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最低値39.2Hｚ １８．６Ｈｚ４５．７Ｈｚ
である。これから言えることは、
④恩納のrpanaの最高値は、首里のｈａ７ｎａの最高値より、17.3Hz高いところにある。
⑤恩納のrpana（鼻）は首里の低平型hanaより、最高値が21.3Hz高いところにある。
以上により、アクセント変化をみると、rpanaのような形から、その語尾が押さえられて
下降することによって、ｈａ可､ａのような頭高型が生じたと考えられる。
つぎに「花」は、聴覚的にｐａｍａｒｘのように母音を長く発音することもあり、ｐａｒｎａのよ
うに母音が短かく発音されることもある。いま、その音響的特徴を比較すると、
pama｢:（花）ｐａ｢､ａ（花）
持続時間0.490ｓ 0.301ｓ
最高値125.2Ｈｚ101.5Ｈｚ
最低値８５．１Hｚ75.9Ｈｚ
高低差40.1Hｚ ２５．６Ｈｚ
のようである。両者の持続時間に0.189ｓの差があって、聴覚的特徴の長短の差に一致して
いる。全体として長母音で発音する語が高位を示している。
rpana（鼻）と比較すると、最高値150.7Hz、最低値111.5Hzであるから、pamarXもｐａ｢､ａ
も低いところにある。
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｢kix
（毛）
｢kimumix｢toX7n．
（毛が生えている｡）
－３１－
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kiJnuka｢ri1tom．
（木が枯れた｡）
kｉｎ
（木）
恩納方言でminimalpairを示す｢kiZ（毛）とｋｉｒ:（木）の音響的特徴を示すと、
「kix（毛）ｋｉ｢:（木）
持続時間0.322ｓ 0.315ｓ
最高値131.8Ｈｚ １２５．１Ｈｚ
最低値112.0Ｈｚ １０１．９Ｈｚ
高低差19.8Hｚ23.2Ｈｚ
である。
ピッチの姿をみると、rkiX（毛）が多少下降を示しているのに対し、ｋｉｒｘ（木）は上昇を
示している。rkiX（毛）が高低差19.8Hzの幅で下降を示していることは、ｋｉｒｘ（木）の上昇
を鋭敏に感得させる効果をもっていると考えられる。ｋｉｒＸ（木）は、わずかに23.2Hzの高低
差の幅で上昇しているのに、その上りかたが聴覚的に明瞭であるのはこのためである。「kix
（毛）とｋｉ｢:（木）の音韻論的な対立が、こうして音響的特徴でとらえられ、実証きれるの
である。
つぎに、これをすでに考察した首里方言と比較すると、
‘恩納方言首里方言
「kix（毛）ｋｉ｢:（木）ｋｉＴ（毛）ｋｉｘ（木）
持続時間0.322ｓ 0.315ｓ 0.350ｓ 0.308ｓ
最高値131.8Ｈｚ 125.1Ｈｚ １４３．４Ｈｚ １４７．４Ｈｚ
最低値112.0Ｈｚ １０１．９Ｈｚ ８９．７Ｈｚ １１３．２Ｈｚ
高低差19.8Hｚ23.2Hｚ53.7Hｚ ３４．２Ｈｚ
である。
－３２－
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首里のｋｉ可：（毛）が、高低差53.7Hzであって、その下降の落差が最大である。
首里のkix（木）は全体として上位にあって、むしろ恩納の｢kix（毛）より高いところにあ
る。
また次のような対立もみられる。
（５）、?ixnumiX｢ＩＬｍｉ｢ｘ
海が 見える。海
dikitozrn．（６）m2ux｢ｎｕｍ?u｢ｘ
芋が できている。 芋
語単独で差はないが、文中で助詞がつくと差が現れる。
恩納方言のアクセント体系は、次の通り多型である。
２拍語３拍語
平板型○○○○○
尾高型○｢○○○｢○
中高型○｢○丁○
頭高型○可○○
つまり、アクセントの特徴は次のようである。
①高い拍があるかないか。
②あればどこにあるか。
２拍語においては、ｐana（鼻）とｐａ｢､ａ（花）のように、平板型と尾高型が対立している
が、３拍語になると、？akubi（欠伸)、？u:ｒｂｉ（帯)、turbu可、（飛ぶ)、ｓａ可tJon（咲いてい
る）のような多型が現れる。
４拍語においても、２atJiharn（暑い）と２artJo1hon（厚い）が対立していて多型アクセ
ントの構造をもっている。
拍の多い語においても、少ない語においても、高い拍は、語尾寄りに多く現れる。
このような恩納アクセントの姿は、北部的な多型アクセントが二型アクセントヘ推移する
過程であるととらえることができる。
３．１２拍語１類
１類に属する語は、平板型で現れる。これは首里の頭高型と対比される。
（７）ｒ２ｉｔＪａｎｕ ｒｗｕｎ・ r2itJa
烏賊が いる。 烏賊
動詞の「居る」は、アクセントは平板型だが、ｗｕｍともｗｕｎともいう。南部方言には両
形が混在する。
（８）ｒ２ｊｕｘｎｕ ｒｗｕｎ． 「?jux
魚が いる。 魚
－３３－
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（９）「?ｕＪｉｎｕ ｒｗｕｎ・
牛が いる。
（l0rjidanu wurita｢n．
枝が 折れた。
｢枝」は、ｊｉ｢｡ａのように聞こえることもある。
●■■△
〈０００。）
ｕ
●．【皿叩） （一旬』
ロ
牛
、
枝
⑪「?ibinu
海老が
(ljrkad5inu
風が
(l3Irkid3inu
傷が
(M）rkud5inu
釘が
(１，rkutJinu
口が
(１０rkubinu
首が
(l力rsaki
酒を
⑬rsusunu
裾が
⑲rsukunu
底が
C0rdakinu
竹が
(21）rtJiminu
爪が
⑫rtuinu
鳥が
⑬rnununu
布が
⑭rpakunu
箱が
｢?ｉｂｉ
海老
｢kad5i
風
rkid5i
傷
｢kud5i
釘
rkutJi
口
｢kubi
首
rsaki
酒
ｒｓｕｓｕ
裾
ｒｓｕｋｕ
底
rdaki
竹
｢tJimi
爪
ｒｔｕｉ
鳥
ｒｎｕｎｕ
布
ｒｐａｋｕ
箱
ｒｗｕｎ．
いる。
puxkirn
吹く゜
jami｢､．
痛い。
wurita｢､．
折れた。
ma9iha｢n．
大きい。
jamurn．
痛い。
ｎｕｍｉｒｎ．
飲む。
na9asarn．
長い。
pukaharn
深い。
mixtoz｢、
生えている。
na9aha｢n．
長い。
turbu可､、
飛ぶ。
２ａｒｎ．
ある。
koxritozrn．
壊れた。
－３４－
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㈱rpananu
鼻が
㈹rpad5inu
端が
⑰rpaninu
羽が
⑬rpi9inu
篝が
⑲rmid5i
水を
COrmitJinu
道が
takaha｢､．
高い。
na9aharn．
長い。
nu91zn．
抜ける。
na9aha｢､ｕ、
長い。
ｎｕｍｉｒｎ．
飲む。
tux丁han．
遠い。
｢ｐａｎａ
鼻
rpad5i
端
｢pani
羽
｢Pi9i
篝
ｒｍｉｄ５ｉ
水
ｒｍｉｔｊｉ
道
r2uJinu
（牛が
ｒｗｕｎ、
居る6）
r2uJi
（牛）
－３５－
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｢tuinutu｢bu可､．
（烏が飛ぶ｡）
ｒｔｕｉ
（鳥）
?uJixr9akurn．
（ウシ<人名>が来る｡）
2uJirz
（ウシ）
r2uJi（牛）は、聴覚的に高平型にきこえる。そのピッチの現われかたを視覚的にみる
と、ｕ母音が下降を示し、語末のｉ母音も下降で現れている。通常、頭高の２拍語の語末母
音が、第１拍より下降を示すことを考えると、ここで現れている｢2uJiのピッチの姿は、平
板型が現れたものと読みとることができる。
ちなみに、r2uJi（牛）の音響的特徴は、持続時間0.406s、最高値178.4Hz、最低値
132.5Hz、高低差45.9Ｈｚである。ここで現れている高低差は、第１拍と第２拍間にある高
低差でなく、ピッチの姿をみてもわかるように、第1拍母音と第２拍母音にそれぞれ現れて
いる高低差であり、これは拍間の高低の知覚を起こさせるものではない。
－３６－
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「牛」と同じアクセントの類に属する語で、語中に無声子音が来ない例として、ｒｔｕｉ
（鳥）を考察することにしたい。
ｒｔｕｉ（鳥）のピッチの姿は、連母音がエネルギーの減少に応じて多少の下降を示していて、
典型的な平板型を示している。その音響的特徴を示すと、持続時間0.287s、最高値133.4Hz、
最低値112.2Hz、高低差21.2Ｈｚである。ｒｔｕｉ（鳥）は、ピッチの姿から平板型が現れたもの
とみてよい。「?uJi（牛）と対比するために、人名の?uJi｢：（ウシさん）を見ることにしよう。
ピッチの姿をみると、ｕ母音の部分が下降を示し、ｉ:の部分が長く、ゆるやかな上昇を示
している。長音の部分が上昇していることがわかる。
その音響的特徴をみると、持続時間0.469s、最高値123.7Hz、最低値85.9Hz、高低差
37.8Hzである。「?uJi（牛）の最高値が178.4Ｈｚに対して、？uJir：（ウシさん）の123.7Ｈｚは、
１
フ
力
みると、持続時間0.469s、
i（牛）の最高値が178.4Ｈｚ
かなり低いところにある。
３．２２拍語２類
２類に属する語は、平板型で現れる。
(３Ｄr2iJinu
石が
⑫r2uta
歌を
G3Ir2utunu
音が
(30Ｊ!｢tJanu
下が
(３，rtabikez
旅に
G0rtsurunu
弦が
(37）rnatJija
夏は
G3rpaJinu
橋が
G9rpata
旗を
㈹rpujuni
冬に
2ａｒｎ．
ある。
?ｕｒｔａ可ｉｎ．
うたう。
｢Jin
する。
mizrn．
見える。
2id5ixrn、
出る。
tJirix｢､．
切れる。
?atJiharn．
暑い。
rna9ahanu．
長い。
ｒｐｕｉｎ、
振る。
ｎａｔｏｘｒｎ．
なった。
●日■△
ｎ．０００）
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〈（」ｕ
’一口０》
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ハロ‐■０）
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●●■ロユ
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〈記〕
●●■■二
，０００〉
（一（］
’一口■し
、（］ （’（］
●●□■■ご
ｕｕ
ｐ
石
口
歌
口
立
日
灯
下
咄
旅
恥
弦
、
夏
巾
橋
、
旗
巾
冬
●●■ロユ
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(41）rnixnu
胸が
いrmuranu
村が
jamirn．
痛い。
ma9irhanu．
大きい。
ｒｎｉｘ
胸
ｒｍｕｒａ
村
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rpaJinu
（橋が
Fna9ahan．
長い｡）
｢paJi
（橋）
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rpad5i
（端）
na9a｢hanu．
長い｡）
｢pad5inu
（端が
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①Ｕ７ｉｌＬ
降る。）
｢ｐａｔａ
（旗）
rpata
（旗を
rpaJi（橋）のピッチの姿をみると、第１拍の母音が下降を示し、第２拍の母音がエネル
ギーの減少にともなって多少下降している。これは、ちょうどr2uJiのピッチの姿に近い。
この姿から、rpaJiは、音響的に平板型を示しているとみてよい。
rpaJi（橋）の音響的特徴をみると、持続時間0.385s、最高値144.2Hz、最低値102.7Hz、
高低差41.5Ｈｚである。この高低差は第１拍のゆるやかな下降を計ったために現れた差で
あって、拍問の高低差が現れたものではないと判断される。
rpad5i（端）は語中に有声子音をもつからそのピッチにとぎれが現れない。ピッチ全体
か平板か、ややゆるやかな下降を示している。
その音響的特徴は、持続時間0.427s、最高値135.6Hz、最低値114.5Hz、高低差21.1Ｈｚで
ある。これは高平型を示しているとみてよい。
rhata（旗）のピッチの姿は、第１拍母音が下降を示し、第２拍の語末母音がエネルギー
の減少に平行して多少の下降を示している。そして、その音響的特徴をみると、持続時間
0.392s、最高値138.6Hz、最低値106.4Hz、高低差32.2Ｈｚである。ピッチの姿は典型的な平
板型を示している。
３．３２拍語３類
３類に属する語は、尾高型で現れる。
㈹？amirnu tJiritozrn．？ami｢ｘ
網が 切れた。網
幽？awa｢､ｕ ？id3ix｢、 ２ａｒｗａ
泡が 出る。泡
⑮？innu｢ｎｕ ｒｗｕｍ．？ｉｎｎｕ｢：
犬が いる。 犬
－３９－
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㈹２iru｢nu tJuraharnu・
色が きれいだ。
㈹？udi｢nｕ ９and5uxha｢n．
腕が 強い。
㈹m2axrnu pai｢n．
馬が 走る。
Q92urake｢： ？id5ix｢n．
裏に 出る。
㈹kami｢ｎｕ ｗｕｎ・
神力罫 いる。
（5UkuJirnu wuxrixn・
櫛が 折れた。
㈹soXrnu wuxrirtox7n
竿が 折れている。
㈹tJitJi｢nｕ ２id5i｢tox1,.
月が出ている。
“punirnu jami｢n．
骨が 痛い。
東京語の第１拍に相当する部分が長母音で現れる語もある。
㈹ｋａｘｍｉｒｎｕ ｗａ｢ri1tan・
瓶が 割れた。
2ｉｒｒｕ
色
?ｕｄｉｒｘ
腕
、？ａｒｚ
馬
2ｕｒｒａ
裏
kami｢ｘ
神
kuJir,
櫛
ｓｏｒｘ
ﾉ喘宍Ｆ
=F
tJirtJi
月
purni
骨
kax｢、ｉ
瓶
?ａｍｒＩ－ｎｕ
（網が
tJiritoxrn．
切れた｡）
?ａｍｉｒ・
（網）
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？amir゛のピッチの姿をみると、第１拍がかすかに下降を示し、第２拍は平板で語尾をかす
かに上昇させている。
その音響的特徴をみると、持続時間0.413s、最高値106.8Hz、最低値64.1Hz、高低差
42.7Ｈｚである。最高値についてみると、「?uJi（牛）が141.9Hz、ｒｔｕｉ（鳥）が141.1Hz、
rpaJi（橋）が134.9Hzであり、？aminの最高値106.8Ｈｚは、これらの語より低いところにあ
る。
ある感動を伴なってその語を発音するとき、音節が長音で現れる。
㈹２uzni｢nｕｗｕｘｎ ２ｕｘｎｉ｢x，？ｕｎｉ｢：
鬼がいる。 鬼
（57）kuxmu｢､ｕ ？id5i｢ｔｏｚ７ｎ ｋｕｘｎｕｒｚ
這這雲力§ 出ている。＝
（５３ｎａｍｉ｢nｕ ２id5irto:丁ｎｎａｘｍｉ｢x，ｎａｍｉｒｚ
波が 出ている。 波
ｌ５９ｎｕＸｍｉ｢nuwuxn．nuxmi｢・
蚤がいる。 蚤
l6CIpaxna｢ｎｕｓａｋｉｒｎｐａ:narx，ｐａｒｎａ
花が 咲く。花
（61）jaxmarnumix｢ｎ ｊａｚｍａｒｚ，ｊａｒｍａ
ＶＩＳＩ－ＰＩＴＣＨ
ｏｌＤ１０
００●●、、・・UMJ｡､ＩＪＯ八・.6J'･1.6.0 0900.J$､。、● ｌＷｌ０ｈ８･ ＩｌＩ
00
ＯＢ
．＄
、、
ｌ９
Ｄｑ0.......................................$･汗 ６●●●・●●。 ０
。。･･･､､･･･､､.,:、00..ｸﾊｸﾞ････ｗ・・08J$･０＄●●Ｗ■●●００●、。、、●“●・●’●■Ｃ Ｏ０．．.汎゛
ｋｕｘｍｕｒｎｕ？id5irtoX可､．
（雲が 出ている｡）
－４１－
Hosei University Repository
kuxmu｢ｚ
（雲）
これら長母音の現れる語についてみるとどうであろうか。
kuXmu｢:（雲）のピッチの姿をみると、第１拍がゆるやかな下降を示し、第２拍がゆるや
かな上昇を示している。全体として長く発音されている。
その音響的特徴は、持続時間0.630s、最高値124.5Hz、最低値86.5Hz、その高低差38.0Ｈｚ
である。
kuzmu｢zの長月の母音と、語尾の上昇が音響的にとらえられている。その長さは、ｋｉ｢：
（木）の0.315sの２倍を示している。その最高値はkirx（木）の125.1Ｈｚと、近似値を示し
ている。
３．４２拍語４類
４類に属する語は、尾高型で現れる。
㈹ｐａｉｒｎｕｗｕｒｉｔａｒｎ ｐａｒｉ
針が 折れた。 針
（６３ｋa｢dzu kand5oxrJin kardzu
数をかぞえる。 数
４類に属する語は、長音節で現れることが多い。
l6Q2ax｢ｗａ ｋａｍｉｒｎ ２ａＸｗａｎ
粟を 食べる。 粟
l612izta｢nｕ ２a｢tJomon． ？izta｢z’２ixrta
板が 厚い。 板
㈹ｋａｘｒｓａ ｋａｍｂｉ｢ｎ ｋａＸ｢ｓａ
笠をかぶる。 笠
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mkaxta｢､ｕ
肩が
㈱naxka｢､ｕ
仲が
l69puzni｢､ｕ
船が
nmuxd5i｢ｎｕ
麦が
(７０２iX｢tJi
息を
(72l2ixturnu
糸が
⑱？ux｢ｓｕ
臼を
㈲maxtJirnu
松が
jamirn．
痛い。
jutarhan
よい。
ｍｉｘｒｎ
見える。
ｎｅｘｒｎ．
ない。
puxki｢IＬ
する（吹〈）。
tJirix｢､．
切れる。
ｐｉｋｉｎ
ひく。
karri丁toxn．
枯れている。
kaxta｢．
眉
naxka｢･
仲
puz｢､ｉ
船
muxd5irx
麦
?ixrtJi
息
?ixturx
糸
2ｕｘｒｓｕ
臼
maXrtJi
松
naxka｢nujutaFhan．
（仲が良い｡）
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naxkar.
（仲）
2iXturnu
（糸が
tJirixrn．
切れる｡）
－４４－
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2i:ｔｕｒｘ
（糸）
ka｢ri丁toxn．
枯れている｡）
maxtJi｢､ｕ
（松が
－４５－
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maZ｢tJi
（松）
naXka｢．（仲）のピッチをみると、東京語の第１拍に相当するところが長母音となり、無
声子音のｋのところがとぎれて、第２拍の母音の部分が上昇を示し、やや短かめに現れて
いる。
その音響的特徴をみると、持続時間0.686s、最高値137.6Hz、最低値83.9Hz、その高低差
53.7Hzである。その持続時間は、ｋiｎ（木）の0.315sの２倍以上の値を示している。
２i:tｕｒｘ（糸）は、聴覚的に両方の母音が長音になって現れている。そして語尾が上昇して
いく。そのピッチの姿をみると、東京語の第１拍に相当するところがやや下降を示し、第２
拍の部分がやや上昇を示していて、かつ長めに現れている。
その音響的特徴をみると、持続時間0.609s、最高値124.1Hz、最低値81.3Hz、その高低差
42.8Hzである。持続時間がｋｉ｢：（木）の0.315Ｈｚの２倍弱となっている。最高値はrpana
（鼻）の150.7Ｈｚに遠く及ばない。
ｍａｎＪｉ（松）のピッチの姿をみると、東京語の第１拍に相当する母音が長くなっていて
平板であり、第２拍に相当する部分がやや高目になっている。
その音響的特徴をみると、持続時間0.686s、最高値144.0Hz、最低値100.0Hz、その高低
差44.0Hzである。無声子音のｔＪにあたる部分のピッチがとぎれていて、その直後でピッチ
がより高位に位置していて、その特徴がtJiの「高」を感知させているものと考えられる。
持続時間にこの語の長音の姿がよく反映されている。
以上により、、a:kａｒｘ（仲)、２izturX（糸)、maX｢tJi（松）の音響的特徴をみたが、その持続
時間がいずれも0.600s以上あって、ｋｉｒＸ（木）などの約２倍の値を示している。
４類に属する語の中には、語単独では尾高型で現れ、助詞がつくと平板型で現れるものが
ある。
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n2irx
稲
、?ｉｒｘ
海
?ｕｒｉ
瓜
?ｕｘｒｂｉ
帯
ｋｉｒｒｉ
錐
(７，n2ixnu
稲が
mm2ixnu
海が
(77）？uinu
瓜が
⑱？uzbi
帯を
O9kirinu
錐が
dikix｢､、
できる。
ｍｉｘｒｎ
見える。
maxha｢､ｕ、
おいしい。
Jimimn．
締める。
na9arhan．
長い。
?ｕｉｎｕｍａｚｈａｒｎｕ．
（瓜がおいしい｡） １
，
瓜ｕＩ
？
２uｒｉ（瓜）のピッチをみると、ゆるやかな上昇を示していて、語尾が高いことを感知させ
てくれる姿になっている。
その音響的特徴をみると、持続時間0.308s、最高値121.7Hz、最低値111.9Hz、その高低
差9.8Ｈｚである。
？uinu（瓜が）のように助詞がつくと、そのピッチは、語単独の発音より、やや下降の姿
を示している。これは、２uinuが平板で発音されていることを示している。
３．５２拍語５類
５類に属する語は、尾高型で現れる。
cCI2ami｢nupui｢､． ？a｢、ｉ
雨が 降る。 雨
－４７－
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⑪ｋｗｉｘｒｎｕ
声が
5類に属する語は、
㈹２aJi｢ｎｕ
汗が
I83juxrurnu
夜が
G0wuxkirnu
桶が
㈱kax9irnu
蔭が
I8dsaxru｢､ｕ
猿が
㈱muxkurnu
婿が
ma9i｢ha1n．
大きい。
長音節で現れるものが多い。
pairn、
出る。
na9aharn．
長い。
ｗａ｢ri7tan．
割れた。
２ａｒｎ．
ある。
ｋｗｉｒｘ
ゴー
ノー
2axJirx
汗
juxru｢ｘ
夜
wux｢ｋｉ
桶
kaX｢9ｉ
蔭
ｓａｘｒｒｕ
猿
ｍｕｘｒｋｕ
婿
ｗｕｎ．
いる。
ｋｕｒｎ
来る。
ＶＩＳＩ－ＰＩＴＣＨ
､●ｲﾉｸﾛﾛﾊ■■■･●、ノ:･･･､､･･'･･････V･･･｡ '･･■'八゛●●IOD’ｏ ＵＯＯ■ノノグ０ﾉ ト０□●００１，､ＤＯＯＤ
Ｄ
Ｄ■、●０００
０●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●●●●●●●●●●●●０
ＩＣ 、0「
OD
U●●●●ロロ●●●●●ロ●０
'1...････１．１１$Ｍ`･….〃･''･･`､.．００ ０１●●イロ・●●､●・●● Ｙ●Ｍ化●■●・●’●Ｗ■■●０■●
■■0
?ａｍｉｒｎｕ
（雨が
pui｢､、
降る｡）
2a｢ｍｉ
（雨）
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kwix｢numa9i｢ha7n．
（声が大きい｡）
▽
▲
Ⅲ
１
０
Ｊ
〃
ｒ一戸
ｗノー、
、』璽巫
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０
００
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2aJirnu
（汗が
pairn
出る｡）
2azJi｢ｘ
（汗）
－４９－
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（桶）
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wuxki｢nuwarri可tan
（桶が割れた｡）
－５０－
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?ａ「、．
ある。）
kaJ9i
（蔭）
kaz9Tnu
（蔭が
５類に属する語は、母音が変化したり、長音で現れたりするので、そのいくつかについて
分析してみる。
２aｒｍｉ（雨）のピッチは、その語尾をわずかに上昇させているので、第２拍を高く感知さ
せてくれる。
その音響的特徴は、持続時間0.364s、最高値125.7Hz、最低値109.3Hz、高低差16.4Ｈｚで
ある。
kwi｢：（声）のピッチは、語尾に向かってかすかな上昇がみられるから、これが語尾を上
げる聴覚的特徴をもたらしている。
その音響的特徴は、持続時間0.329s、最高値133.4Hz、最低値104.8Hz、高低差28.6Ｈｚで
ある。
gaxJirX（汗）のピッチをみると、ａＸの部分がゆるやかな下降を示し、ｉｘの部分がゆるやかな
上昇を示している。
その音響的特徴は、持続時間0.567s、最高値126.5Hz、最低値93.3Hz、高低差33.2Ｈｚで
ある。
wux｢kｉ（桶）のピッチをみると、ｗ、の部分が意外に長い。これはｗの部分の長さによる
ものと考えられる。ｋの部分にとぎれがあって、その直後が高くはじまり、ゆるやかな下降
を示している。これは語尾を高く感知させてくれる。
その音響的特徴は、持続時間0.868s、最高値139.6Hz、最低値96.9Hz、高低差42.7Ｈｚで
ある。持続時間が長いのは、ｗによるものとみられる。
ｋａ:｢gｉ（蔭）のピッチをみると、ａＸの部分はゆるやかな下降を示している。
その音響的特徴は、持続時間0.560s、最高値112.9Hz、最低値77.4Hz、高低差35.5Ｈｚで
－５１－
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ある。
これら５語の持続時間をみると、２aXrmi（雨)、kwi｢:（声）が0.300s台にとどまり、？a:－
Jirx（汗)、kaXr9i（蔭）が0.560s台を示し、wuX｢kｉ（桶）だけは突出して、0.868sを示して
いる。この突出は、ｗの持続時間によると考えられ、他の語における語頭の？やｋという破
裂音の持続時間の短かさとの差からきたものである。
３．６１拍語１類
１拍語に属する語は、長音節語になり、アクセントは、平板型と尾高型が対立している。
いま、minimalpairを示すと、次のようになる。
田rjaxnu wuxui｢to、､
矢が 折れた。
I89jaxrnu ma9i｢hａｎ
屋が 大きい。
１類に属する語は、平板型で現れる。
㈱rjixnu na9arhan
柄が 長い。
（9DrtJixnu ２arka7han・
血が 赤い。
い「mix ？i丁ttJoxn，
実が 入っている。
語単独において、頭高型の傾向を示すことがある。
い「kiznu mix｢toz7n・
毛が 生えている。
（９４rpuxnu mirx7n・
帆が 見える。
㈱rjumu juta｢han・
世が 良い。
▼
▲
▼
▲
巾
矢
減
屋
▼
▲
▼
▲
●■■▲
●■■▲
▼
▲
、
柄
町
血
而
実
▼
▲
可
▼
▲
▼
▲
丁
ｕ
７ｕ
●
■
■
Ⅲ
｛、〕△
ｓＬＫ坐
・００ｊ
▼
▲
▼
▲
▼
▲
ｕ
吸
毛
、
帆
巾
世
●■■ユ
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｢jumujuta｢hａｎ
（世が良い｡）
ｒｊｕｘ
（世）
I-juX（世）のピッチをみると、前半はｊの部分を示し、後半はｕ:の部分を示していると考
えられるから、後半の姿に着目すればよい。後半の姿は、ゆるやかな下降を示しているから、
聴覚的な平板と一致していると判断される。
その音響的特徴をみると、持続時間0.476s、最高値130.5Hz、最低値108.4Hz、その高低
差22.1Ｈｚである。
３．７１拍語２類
２類に属する語は、平板型で現れる。
OOrnaxnune｢Zn、 ｒｎａｘ
名が ない。 名
07）rpaxnu ２utitoxn rPax
葉が 落ちている。 葉
l93rpixnuna9arhan rpix
日が． 長い。 日
（９９rmoxnuna9arirtoxn rmox
藻が 流れている。 藻
「日」と表す語は、pixであり、「日にち」と「太陽」の意を含んでいる。いまひとつ、
「太陽」を表すtixrdaは、尾高型であり、助詞がついて、ｔＭａ｢ｎｕｎｕ｢bu可iｎ（太陽が
昇る）となる。
－５３－
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ｒｎａｘ
（名）
ｒｎａｚｎｕｎｅ「Ｚｎ．
（名がない｡）
ｒｎａｘ（名）のピッチをみると、前半の部分が、を示し、後半の部分がaxを示している。後
半をみるとかすかな下降を示しているので、聴覚的な平板が現れたものと判断される。
その音響的特徴をみると、持続時間0.441s、最高値121.4Hz、最低値92.5Hz、その高低差
28.9Ｈｚである。
３．８１拍語３類
３類に属する語は、尾高型で現れる。
lImjix｢nu tJurarhan jirx
絵が きれいだ。 絵
llII）kix｢nu rmixtoxn ki｢ｘ
木が 枯れた。 木
’1M）ｋｕ｢： ｐｉｋｉｎ ｋｕｒｘ
粉を ひく。 粉
（Ⅲ）tax｢nu mar9iha丁ｎ ｔａ｢ｘ
田が 大きい。 田
（Ⅲ）ｔｉｘｒｎｕ ｊａ｢、i丁ｎ ｔｉｒｘ
手が 痛い。 手
OII）ｎｉＸｒｎｕ ｍ?rbo7hon ni｢ｘ
荷が 重い。 荷
（lmnax｢ｎｕ ｋａｒｒｈｔａｎ ｎａｒｘ
菜が 枯れた。 菜
－５４－
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（IIDni:rnu ma9i｢han ni｢ｚ
根が 大きい。 根
（lMpaxrnu jami｢ｎ ｐａｒｘ
歯が 痛い。 歯
（IUpi:｢ｎｕ ｍｅｘ７ｉｎ ｐｉ｢：
火が 燃える。 火
（UUmiX｢ｎｕ ｊａｍｉｒｎ ｍｉ｢ｘ
目が 痛い。 目
（Ⅲ）jux｢ｎｕ ｗａｋｉｎ ｊｕｒｘ
湯が わく。 湯
（Ⅲ）ｊｕＫｒｎｕ ？a｢kix7n ju｢：
夜が 明ける。 夜
ただし、「穂」の発音では、平板型が現れ、例外となっている。
Ⅲl）ｐｕ:､ｕ ？id5i｢ｔｏｘｎ ｐｕｘ
穂力§ 出ている。 穂
３．９３拍語
３拍語は、平板型と尾高型で現れる。
そのうち、１類に属する語は語単独のとき平板型で現れ、助詞がつくと、中高型ないし頭
高型で現れる。
（111）２a｢ku7binu ２id5ixrn． 「?ａｋｕｂｉ
欠伸が 出る。 欠伸
（Ⅲ）kard3a丁inu di｢kito7xn rkad5ai
飾りがいい。 飾り
（116）ｋｉ｢bu1Jinumimn rkibuJi
煙が 見える。 煙
（Ⅲ）katJu丁xnumando｢:7,． rkatJux
鯉が 多い。 鯉
（11）ｐｉ｢tJennu jamirIL p1｢tJex
額が 痛い。 額
また、語単独のときも、文中で用いられるときも、平板型で現れる語がある。
（Ⅲ）rkusaitJiki｢Ｘｎ ｒｋｕｓａｉ
鎖をつける。 鎖
（Ⅲ）rJiruJitJikirxn rJiruJi
印をつける｡ 印
－５５－
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次のように、語単独で尾高型の語も現れる。
（U）kurumanu man｢doxn kuru｢、ａ
車が 多い。 車
（１m）UkaJirru marJi可jarlL Uka｢Ｊｉ
昔が ニロニよし]。日
２類に属する語は、平板型と尾高型で現れる。語単独で平板型であっても、文中で、平板
型になる語と頭高型になる語がある。
（H1）rtairumarJi rtai
二人が よい。 二人
（Ⅲ）ｔａ:丁tJirumarJi7jaru、 rtaxtJi
よい。二つが－つ
ｒｔａｉ（二人）は、語頭拍が脱落して短かくなった語である。
２類に属する語が、尾高型で現れる語もある。
（Ui）Dka｢d5inuwulL Uka｢d5i
百足がいる。 百足
（Ⅲ）ｊ、｢ｂｉｍａ:ｒｋｅｘ ２i｢d5a79ez jux｢bｉ
昨夕はどこへ 行ったか。昨夕
３類に属する語は、語単独で平板型、文中において頭高型で現れる。
（１W）ｋｕ｢ga7ninu ２arn rku9ani
黄金が ある。 黄金
４類に属する語は、語単独でも、語中においても、尾高型で現れる。
（1M）？oxd5irnu ？ａ「、． ？ozrd5i
扇が ある。扇
ＩＨＩ）kaxrarnu tJuraharnu kaxrra
瓦が きれいだ。 瓦
’111）patakirnupiruha｢nu pata｢ｋｉ
畑が 広い。 畑
（lil）pukku｢numa9iharnu pukrku
袋が 大きい。 袋
IlU）musururnuma9i｢ｈａｎ ｍｕｓｕｒｒｕ
筵が 大きい。 筵
４類に属する語のうち、語単独で語尾に長母音が現れ、文中でそれが罪
（Ｂｉ）２itsutsu｢ｒｕｍａ｢Jijaru、 ２itsutsu「
五つが よい。 五つ
消えるものがある。
rX
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０M）ka9ami｢nｕ ２ａｒｎ・
鏡が ある。
016）katanarnu na9a｢han・
刀が 長い。
（H1）kutubarnu tJuraharn、
言葉が きれいだ。
（IlDtakara｢nu manrdoxn・
宝が 多い。
（M）pasamirnu tJirix｢、
鋏が 切れる。
文中で「を」格（助詞をつけない）におい‐
（M）kujumi｢Ｘ ？aki可Zn・
暦を 開ける。
（Ⅲ）pakama｢X tJixn
袴を 着る。
５類に属する語は、尾高型で現れる。
（Ⅲ）？anda｢､ｕ ？apoho｢､u・
油が 多い。
（Ⅲ）ｐａ:ja｢nu ma9irhan、
根が 大きい。
語尾に長音が現れる語もある。
（1M）nutJi｢､ｕ ？intJaharnu・
命が 短かい。
（Ⅲ）naxdarnu ２utix｢n．
涙が 落ちる。
ＯＩＩ）makkwa｢ｎｕ ｎｅＸｒｎ・
枕が ない。
次のように、母音が長くなる語がある。
（Ⅲ）pizbaxJi｢nu na9a｢hａｎ・
火箸が 長い。
６類に属する語は、尾高型で現れる。
（１１１）２usad5i｢nuwun・
兎が いる。
ka9ami｢ｘ
鏡
katana｢：
刀
kutuba｢ｚ
言葉
takara｢ｘ
宝
pasami｢ｚ
鋏
長音が保たれる。においては、
kujumi｢ｘ
暦
pakama｢：
袴
?an｢ｄａ
油
pax｢ｊａ
柱
ｎ
▼
▲
ｒ
ｕ
ａ
ｎ
▼
▲
ｗ
ｒ
ｒ
ａ
０Ｋ
●
ｌ
ｒ
ｊ
００
８Ｋ
ｔ
▼
▲
皿
命
、
涙
叩
枕
naxrda
mak｢kｗａ
pixbaZrJi
火箸
?ｕｓａｒｄ５ｉ
兎
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011）２unad5i｢nuwun、
鰻がいる。
（IlO9arasarnu tu｢do7xn・
鳥が 飛んでいる。
（M）padaka｢ｎｉｎａｉｒｎ
裸に なる。
6類の語の中には、語尾が長音になるものがある。
7類に属する語は、尾高型で現れる。
（IiUkusu｢itJikim，
薬をつける。
（M）taXre:｢numa9i｢ha7n
盤が 大きい。
（M）jammeXrnunoXta｢、
病が 治った。
2unard5i
鰻
gararsa
鳥
pada｢ｋａ
裸
kusu｢ｉ
薬
taxrerx
鯛
｣ｍ
ｊａｍｍｅｒｘ
病
ＶＩＳＩ－ＰＩＴＣＨ
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ku｢ga7ninu2arn．
（黄金が ある｡）
rku9ani
（黄金）
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?andarnu
（油が
?apoho｢ｎｕ．
多い｡）
?an｢dａ
rku9ani（黄金）のピッチは、ゆるやかな下降を示している。
その音響的特徴は、持続時間0.518s、最高値131.8Hz、最低値94.9Hz、その高低差36.9Ｈｚ
である。
助詞がつくと、ｋｕ｢ga7ninu（黄金が）のように、後半が下降を示している｡
？anrda（油）のピッチは、前半はなだらかに下降し、後半になって語尾がかすかに上昇し
ている。。ａの母音の部分が上昇していると認められる。
その音響的特徴をみると、持続時間0.518s、最高値114.9Hz、最低値80.3Hz、その高低差
34.6Ｈｚである。
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４．音響的特徴からみたアクセント変化
沖縄本島のアクセントの異なる首里と恩納の主要な語について、そのアクセントの実態を、
聴覚的にとらえ、これを音声分析器にかけて、ピッチを視覚化し、その音響的特徴について
分析した。
両アクセントの音響的特徴を分析し、聴覚的特徴と対応させていく過程で得られた、その
特徴の傾向について、これを原則化すると、つぎのようである。
１．ピッチ型の原則
１．アクセントが頭高で高から低へ下降するとき、ピッチは明確な下降を示す。
２．アクセントが平板のとき、ピッチの姿は、ゆるやかな下降を示す。
３．アクセントが尾高で、語尾に上昇があるとき、そのピッチは、平板か、かすかな上昇
を示す。
Ⅱ拍の高低相関の原則
１．調音のエネルギーの観点からすれば、第１拍より第２拍、第２拍より第３拍というよ
うに、語尾になるにつれてエネルギーが減少する。したがってアクセントは、音韻的に
同じ高い柏であっても、語頭拍の高い拍より、語尾拍の高い拍のほうが、比較的に近い
ところにある。
２．頭高型の高い拍は、高平型の高い拍より高いところにある。
主要な語について、首里アクセントと恩納アクセントの対比分析をおこなった結果、つぎ
のことがいえる。
①首里アクセントは、頭高型と平板型とが音韻論的に対立している。
②恩納アクセントは、平板型と尾高型が音韻論的に対立している。
③首里アクセントと恩納アクセントの対応関係は、つぎのようである。
首里，恩納
○丁○○○
○○○｢○
○○丁○○○○
○○○○○｢○
つまり、首里の頭高型は恩納の平板型に対応し、首里の平板型は恩納の尾高型に対
応している。
④平板型の`性格をみると、首里が低平型、恩納が高平型であったものが、その差が失
われている。
⑤音響的特徴の原則からみて、語尾柏がおし下げられる傾向にあるから、恩納アクセ
ントのような型の語尾をおし下げることによって、首里アクセントのような型が形成
されたとみることができる。
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⑥恩納アクセントが古層の型に近く、首里アクセントは新しい層の型であるとみるこ
とができる。
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